
第 10回宮古市新型コロナウイルス感染症暮らし・経済対策本部会議概要 

日 時 令和２年６月４日（木） 
午後１時５０分から２時０５分まで 

会 場 本庁舎４階災害対策本部室 

 

＜出席者＞ 

（本部員）市長、両副市長、教育長、総務部長、企画部長、市民生活部長、保健福祉部長、都市整

備部長、上下水道部長、危機管理監、議会事務局長、教育部長、会計管理者 

（幹事他）総務課長、財政課長、税務課長、企画課長兼公共交通推進課長、秘書課長、総合窓口課

長、環境生活課長、福祉課長、こども課長、産業支援センター所長、産業支援センター

主幹、観光課長、建設課長、経営課長、危機管理課長、学校教育課長、各総合事務所長 

（事務局）総務課長、総務課行政係長、総務課主査 

 

１ 開会 

２ 協議・決定内容等 

⑴ 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う暮らし・経済対策について 

①実施状況について 

 ・特別定額給付金事業の 6/2 時点での進捗状況は、申請が 21,597 件（申請率 91.7％）、振込が

20,953 件（46 億 9,870 万円）、給付率 92％。 

・中小事業者向けの市独自支援策の6/3時点での状況は、事業継続給付金が1,099件を申請受付、

うち振込確定分は 1,009 件（201,800 千円）。家賃補助金は 146 件を受付、うち振込確定分は

117 件（22,610 千円）、事業収益確保事業補助金が 24 件を申請受付、振込確定 19 件（3,665 千

円）。 

・特産品等活用学生支援事業（ウミネコミヤコの潮風便）は、6/3 時点で申込が 36 件。 

・大学生等修学継続支援事業は、6/3 時点で相談件数 321 件、申請 12件。申請があった分につい

ては、6/12 振込予定。 

②新規事業について 

・市内観光宿泊施設利用促進事業（みやこ宿泊割）は、当初 2,000 人想定（予算:10,000 千円）

を見込んでいたが、宿泊施設からの要望をまとめたところ 6,000 人規模となったため、不足分

は今後補正予算で対応する。 

⑵ 相談窓口の状況 

 ・4/2 に相談窓口を設置して以降の相談件数は次のとおり(件数は、6/2 までを集計)。 

  ア 市民の暮らしに関する相談窓口 2,483 件(前回比 272 件増) ※特別定額給付金、事業者

支援制度。 

 イ 事業者の経営・雇用に関する相談窓口 234 件(前回比 2件増) ※支援制度 

・市民の暮らし相談窓口では、相談件数が減少しており、落ち着いている状況。 

⑶ その他 

・次回本部会議は、６月 17 日（水）、感染症対策本部会議終了後に行うこととして調整する（会

場は、本庁舎４階災害対策本部室）。 

 

３ 閉会 


